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日時●平成2年5月19日（凸15時より

場所●第二魚友　　　　　℡（0569）62－2111

知多郡南知多町大字内海字口揚4二6

（新名古屋から名鉄・知多新線で「内海」駅まで

約1時間，内海駅より送迎バスで約5分）

会費●5，000円
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東
海
支
離
寵
会
併
催

平
成
二
年
度
三
翠
化
学
会
総
会
を

五
月
十
九
日
（
土
）
に
愛
知
県
知
多

内
海
に
て
開
催
致
し
ま
す
。
万
障
お

繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

右
記
の
よ
う
に
、
平
成
二
年
度
総

会
は
、
東
海
支
部
と
共
催
で
愛
知
県

下
に
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
本
会
は
す
べ

て
総
会
を
中
心
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の

皆
様
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
本
会

の
運
営
に
ご
意
見
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
会
員
相
互

の
親
睦
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま

す。
な
お
、
総
会
当
日
は
土
曜
日
で
す
。

宿
泊
さ
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
ク
ラ
ス

会
な
ど
計
画
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ

うが。同
封
の
は
が
き
に
て
出
欠
の
ご
返

事
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

締
切
日
は
五
月
十
日
。
会
長
　
渡
辺
和
巳

今
年
度
は
第
二
世
代
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

の
影
響
で
、
入
学
時
に
農
化
コ
ー
ス

も
定
員
を
二
割
増
の
3
6
名
と
し
た
年

に
当
り
ま
す
の
で
、
四
年
前
担
任
に

な
っ
た
際
は
就
職
等
を
心
配
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
御
存
知
の
好
景
気
で

逆
に
全
く
求
人
に
応
え
ら
れ
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
理
由
の
一
つ
は
例
年
に
な
く
向

学
心
に
燃
え
た
人
が
多
か
っ
た
（
？
）

せ
い
で
、
大
学
院
へ
の
進
学
者
が
1
5

名
（
1
名
は
名
大
、
他
は
三
重
大
）

に
達
し
た
こ
と
に
も
よ
り
ま
す
。
し

か
し
私
ど
も
教
官
に
と
り
残
念
を
こ

と
は
、
今
年
も
3
8
名
の
卒
業
予
定
者

中
女
子
9
名
全
員
が
就
職
希
望
で
進

学
希
望
が
皆
無
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

さ
て
、
就
職
先
は
好
景
気
を
反
映

し
て
ビ
ー
ル
会
社
等
の
大
手
企
業
か

ら
も
求
人
が
あ
り
な
が
ら
、
や
は
り

名
古
屋
を
中
心
と
し
た
中
部
圏
へ
の

希
望
が
多
く
結
果
的
に
は
例
年
の
パ

タ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。
男
子
は
県

職
員
と
し
て
、
滋
賀
県
、
和
歌
山
県
、

三
重
県
、
高
校
教
師
と
し
て
三
重
県

農
業
高
校
、
会
社
で
は
、
ポ
ッ
カ
、

イ
チ
ビ
キ
、
キ
ユ
ー
ピ
ー
、
敷
島
パ

ン
、
大
協
和
石
油
化
学
、
新
田
ゼ
ラ

チ
ン
、
三
和
化
学
研
究
所
、
カ
ネ
ハ

ツ
、
住
友
電
装
等
、
女
子
は
N
T
T
、

日
本
合
成
ゴ
ム
、
三
菱
油
化
、
ポ
ッ

カ
、
天
野
製
薬
、
総
合
施
設
サ
ー
ビ

ス
等
で
す
。

大
学
院
修
士
修
了
予
定
者
は
人
名

で
、
内
二
名
は
博
士
課
程
進
学
希
望

（
名
大
と
京
大
）
、
六
名
は
不
二
製
油
、

花
王
、
三
栄
化
学
、
太
陽
化
学
、
フ

ァ
イ
ザ
ー
製
薬
、
味
の
素
ゼ
ネ
ラ
ル

フ
ー
ズ
に
内
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
が
、
四
月
以
降
社
会
人
と
な

っ
た
彼
等
に
も
し
会
わ
れ
た
際
は
、

暖
か
い
御
助
言
と
御
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

至
野
間
・
常
滑

今
回
は
、
若
き
乙
女
心
に
映
り
ゆ

く
お
酒
の
新
製
品
を
そ
こ
は
か
と
な

く
書
き
綴
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
手
始
め
に
、
酒
ビ

ン
を
女
の
人
の
大
型
に
変
え
て
し
ま

う
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
手
頃
を
お
値
段
の
お
酒
を

中
に
入
れ
、
お
手
頃
を
値
段
で
売
っ

て
し
ま
う
と
い
う
大
量
生
産
大
量
販

売
方
式
と
い
う
の
も
一
案
で
す
が
、

私
と
し
ま
し
て
は
、
高
級
志
向
的
、

少
数
限
定
販
売
方
式
を
お
勧
め
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

お
値
段
の
方
は
少
々
お
高
く
な
り

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
お
酒
は

気
品
あ
ふ
れ
る
極
上
の
イ
メ
ー
ジ
で

売
る
の
か
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま

す。
酒
名
に
も
、
極
上
の
女
の
人
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
〝
吉
祥
天
女
〟
〝
揚
貴
妃
〟

な
ど
な
ど
。

こ
の
商
品
は
、
中
高
年
の
男
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た。
さ
て
〝
限
定
〟
的
で
思
い
つ
き
ま

し
た
の
は
、
贈
り
物
と
し
て
贈
る
お

酒
で
ご
ざ
い
ま
す
。

贈
る
当
人
に
と
っ
て
贈
ら
れ
る
方

が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

思
い
切
っ
て
ネ
ー
ム
を
ラ
ベ
ル
に
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
と
い
い
ま
し
て

も
、
白
地
に
黒
で
○
○
様
で
は
味
気

な
さ
す
ぎ
ま
す
。

黒
地
に
金
、
も
し
く
は
真
紫
に
銀

の
文
字
を
散
り
ば
め
ま
し
て

″
D
e
a
r
C
C
　
ぎ
量
0
0
〟

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
前
の
一
カ
月

の
限
定
注
文
販
売
と
し
て
勝
負
致
し

ます。キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

〝
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
だ
か
ら
、

大
切
な
人
に
特
別
な
一
本
を
贈
り
た

ヽ
　
○

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
ま
し
て
、

買
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

続
い
て
、
思
い
つ
き
ま
し
た
の
は
、

瓶
の
ラ
ベ
ル
を
大
き
め
に
し
ま
し
て

そ
の
ラ
ベ
ル
に
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
ゴ
ッ

ホ
な
ど
の
名
画
を
取
り
入
れ
る
、
と

い
う
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
回
は
〝
踊
り
子
〟
を
買
っ
た
か

ら
今
回
は
〝
モ
ナ
リ
ザ
〟
に
し
よ
う

か
し
ら
、
そ
れ
と
も
〝
ひ
ま
わ
り
〟

が
い
い
か
し
ら
…
…
・
な
ど
と
消
費

者
の
方
々
に
は
色
々
と
違
っ
た
絵
を

集
め
て
戴
け
ま
す
。

題
し
て
〝
ル
ー
ブ
ル
美
酒
館
〟
の

出
来
上
が
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
案
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
歌
麿
や
北
斎
の
日
本
画
と
い
う

の
も
、
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
後
は
捨
て
て

し
ま
う
だ
け
の
瓶
と
い
う
も
の
に
、

や
る
せ
を
い
寂
し
さ
を
か
ん
じ
て
し

ま
う
私
で
ご
ざ
い
ま
す
。

飲
ん
だ
後
も
、
飾
っ
て
見
て
楽
し

め
る
、
又
、
同
じ
お
酒
で
も
ラ
ベ
ル

の
違
い
に
よ
り
集
め
て
楽
し
め
る
、

こ
れ
も
ま
た
一
興
で
は
な
い
で
し
ょ

うか。最
後
に
、
若
い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
案
と
し
ま
し
て
、
野
菜
と
の

取
り
合
わ
せ
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

と
い
い
ま
し
て
も
、
野
菜
ジ
ュ
ー

ス
を
お
酒
で
割
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せん。又
、
キ
ュ
ウ
リ
を
輪
切
り
に
し
て

カ
ッ
プ
酒
に
浮
か
べ
て
飲
む
、
と
い

う
の
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

（
後
者
は
実
際
C
M
で
も
放
送
し

て
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
頂
け
な

い
案
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
人
間

は
カ
ッ
パ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

ら。）

野
菜
を
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
に
切
り
ま

し
て
、
浅
い
お
洒
落
を
グ
ラ
ス
に
た

て
て
し
ま
う
の
で
す
。

生
野
菜
そ
の
ま
ま
で
は
、
ち
ょ
っ

と
味
気
な
い
か
ら
お
酒
で
ア
ク
セ
ン

ト
を
つ
け
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
キ

ュ
ウ
リ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
セ
ロ
リ
、
な

ど
色
と
り
ど
り
の
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
軽
い
お
酒
に
入
れ
、
皆
で
ぽ
り
ぽ

り
食
べ
る
と
い
う
の
は
、
パ
ー
テ
ィ

ー
に
も
っ
て
こ
い
の
よ
う
に
思
わ
れ

ます。さ
て
、
色
々
珍
製
品
い
え
新
製
品

の
粗
案
を
頭
に
浮
か
ぶ
ま
ま
に
書
い

て
き
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
コ

ス
ト
の
問
題
や
利
益
の
問
題
な
ど
の

諸
難
問
を
無
視
し
た
、
言
い
た
い
放

題
の
案
だ
っ
た
事
を
最
後
に
お
詫
び

す
る
と
共
に
、
ど
れ
か
一
つ
位
、
真

製
品
に
な
れ
ば
最
高
に
う
れ
し
い
な

あ
と
い
う
期
待
を
込
め
て
、
筆
を
お

か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。
御
拝
読
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
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○
生
物
資
源
学
部
長
に
野
田
宏
行

教
授
が
連
出
さ
れ
ま
し
た
。
熊
澤
初

代
学
部
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
新
学
部
長
の
任
期
は
平
成

元
年
十
月
一
日
か
ら
二
年
間
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
昭
和
七
年
の
お
生
れ

で
、
水
産
資
源
化
学
講
座
に
所
属
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
ご
専
門
は

水
産
資
源
生
物
化
学
で
す
。

○
農
学
部
長
に
長
田
昇
教
授
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
中
川
健
治
前
学
部

長
の
任
期
満
了
に
伴
う
も
の
で
あ

り
、
任
期
は
平
成
元
年
十
二
月
五
日

か
ら
平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
迄
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
四
年
の
お

生
れ
で
、
農
業
土
木
学
講
座
に
所
属

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
土
地
利

用
学
が
ご
専
門
で
す
。

両
先
生
に
は
、
生
物
資
源
学
部
発

展
の
将
来
が
か
っ
て
い
る
「
大
学
院

博
士
課
程
設
置
」
を
は
じ
め
と
す
る

色
色
を
重
要
課
題
の
解
決
に
、
ご
努

力
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

○
す
で
に
ご
退
官
さ
れ
ま
し
た
岩

本
・
滝
・
北
岸
・
奈
良
・
赤
木
・
松

嶋
・
山
口
の
諸
先
生
は
い
ず
れ
も
極

め
て
お
元
気
で
ご
活
躍
中
で
あ
り
ま

す
。
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
り
あ
げ
ま

す。
○
来
る
三
月
三
十
一
日
付
で
定
年

退
官
さ
れ
る
先
生
は
、
農
学
関
係
で

は
熊
澤
喜
三
郎
先
生
（
生
物
機
能
利

用
学
講
座
生
理
活
性
化
学
教
育
研
究

分
野
）
な
ら
び
に
中
川
健
治
先
生
（
生

物
生
産
機
械
学
講
座
シ
ス
テ
ム
制
御

教
育
研
究
分
野
）
の
ご
両
名
で
す
。

水
産
学
関
係
で
は
岩
崎
英
雄
先
生

（
水
圏
環
境
学
講
座
基
礎
生
産
学
教

育
研
究
分
野
）
で
す
。
三
先
生
の
益
々

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
り
あ
げ
ま

す
。
な
お
、
葛
原
走
郎
先
生
（
工
学

部
）
、
東
海
政
義
先
生
、
伊
藤
令
子

先
生
（
教
育
学
部
）
も
同
時
に
定
年

退
官
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

産
業
大
学
）
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
先
生
の
今
後
に
お
け
る
ご
研
鐙
、

ご
発
展
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま

す。
○
久
松
眞
先
生
（
農
芸
化
学
講
座

食
品
化
学
教
育
研
究
分
野
）
は
昨
年

二
月
二
十
七
日
か
ら
こ
の
三
月
十
五

日
迄
の
約
一
年
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
複
合
糖
質
研
究

所
で
「
植
物
細
胞
多
糖
の
単
離
と
構

造
決
定
に
関
す
る
研
究
」
を
手
が
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
元
気
に
お
帰
り

ア
★
ラ
★
カ
ル
ト
議

事

大
学
近
況

感
謙

語
籍

●
I
 
J
　
●
●
書
．
ヽ

〇
一
九
九
〇
年
度
日
本
農
芸
化
学

会
農
芸
化
学
奨
励
賞
を
西
川
司
朗
先

生
（
生
物
機
能
利
用
学
講
座
生
理
活

性
化
学
教
育
研
究
分
野
）
が
授
賞
さ

れ
ま
す
。
ま
こ
と
に
お
め
で
た
い
限

り
で
あ
り
ま
す
。
授
賞
題
目
は
「
サ

イ
ト
カ
イ
ニ
ン
活
性
物
質
の
構
造
－

活
性
相
関
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
り
、

農
芸
化
学
会
大
会
（
三
月
三
十
日
～

四
月
二
日
）
の
初
．
日
（
三
月
三
十
日

に
授
賞
式
〈
福
岡
市
電
気
ホ
ー
ル
）
、

授
賞
講
演
は
三
月
三
十
一
日
（
九
州

に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
よ
り
一
層
の

ご
発
展
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

○
奥
村
克
純
先
生
（
生
物
機
能
利

用
学
講
座
生
物
化
学
教
育
研
究
分

野
）
は
目
下
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
エ

ー
ル
大
学
医
学
部
で
「
ヒ
ト
染
色
体

遺
伝
子
地
図
の
作
成
に
関
す
る
研

究
」
の
た
め
留
学
中
で
す
。
期
間
は

今
年
の
一
月
二
十
八
日
か
ら
来
年
の

一
月
三
十
一
日
迄
の
約
一
ヶ
年
で

す
。
同
先
生
の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

○
生
物
資
源
学
研
究
科
修
士
課
程

生
物
資
源
利
用
学
専
攻
第
一
回
修
了

生
一
〇
名
（
農
芸
化
学
関
係
人
名
、

水
産
資
源
化
学
関
係
二
名
）
が
め
で

た
く
農
学
修
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
○
農
学
部
農
芸
化
学
科
第
三
十
八

回
卒
業
生
三
十
七
名
（
内
、
女
子
九

名
）
が
め
で
た
く
卒
業
致
し
ま
し
た
。

先
輩
諸
氏
に
は
、
よ
ろ
し
く
ご
指

導
ご
鞭
擬
を
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願

い
致
し
ま
す
。

○
生
物
資
源
学
部
第
一
回
生
は
、

こ
の
四
月
に
は
早
く
も
三
年
生
に
な

り
ま
す
。
農
芸
化
学
コ
ー
ス
の
学
生

は
四
十
名
で
、
そ
の
内
女
子
が
二
十

一
名
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
振
り

が
た
の
し
み
で
す
。

○
学
長
に
武
田
進
先
生
が
再
選
さ

れ
ま
し
た
。
大
学
な
ら
び
に
学
部
発

展
に
取
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
時
期

だ
け
に
、
学
長
の
ご
尽
力
、
ご
活
躍

を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

○
学
内
共
同
利
用
の
附
属
教
育
研

究
施
設
と
し
て
、
遺
伝
子
実
験
施
設

と
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
新
設

が
同
時
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
学

な
ら
び
に
生
物
資
源
学
部
の
発
展
に

大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
す
る

所
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〇
三
重
大
学
国
際
交
流
事
業
後
援

会
が
結
成
、
発
足
し
ま
し
た
。
三
重

大
学
や
各
学
部
に
お
い
て
は
、
す
で

に
諸
外
国
の
多
く
の
大
学
と
学
術
交

流
を
し
て
お
り
、
さ
ら
に
多
く
の
外

国
大
学
等
か
ら
の
交
流
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
す
。
一
方
、
嘗
学
生
も
年
々

増
え
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
が
、
国
際

交
流
を
推
進
す
る
に
は
、
国
の
予
算

の
み
で
は
充
分
な
こ
と
が
出
来
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
三
重
大
学
の
国
際
交

流
事
業
（
外
国
人
研
究
者
の
招
増
及

び
外
国
人
脅
学
生
へ
の
援
助
・
地
域

に
お
け
る
国
際
交
流
事
業
の
相
互
協

力
・
国
際
交
流
及
び
国
際
会
議
等
の

事
業
並
び
に
教
職
員
の
海
外
学
術
研

究
へ
の
援
助
・
そ
の
他
国
際
交
流
事

業
に
必
要
な
援
助
）
の
推
進
の
た
め
、

三
重
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
金

丸
氏
が
発
起
人
代
表
と
な
っ
て
経
済

木
曽
三
川
の
水
郷
公
園
に
近
い
、

三
重
な
が
し
ま
荘
で
、
十
月
七
日
実

施
さ
れ
た
。
参
加
者
は
後
記
の
と
お

り
、
十
六
名
で
、
こ
の
中
に
は
と
く

に
参
加
を
希
望
さ
れ
て
、
ご
出
席
下

さ
っ
た
ド
イ
ツ
語
の
恩
師
鵜
川
義
之

助
先
生
（
七
一
才
）
が
入
っ
て
い
る
。

今
回
の
幹
事
は
桑
名
存
住
の
西
山

〈
ヤ
マ
モ
リ
食
品
・
本
社
工
場
長
）
、

界
等
か
ら
国
際
交
流
事
業
後
援
会
が
一
岡
本
（
庄
野
澱
粉
・
前
工
場
長
）
と

結
成
さ
れ
、
三
重
県
内
外
の
企
業
等

を
始
め
卒
業
生
な
ら
び
に
学
内
教
職

員
等
に
お
願
い
し
て
広
く
募
金
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
）
募
金
目
標
額

は
二
億
円
で
、
そ
の
期
間
は
平
成
元

年
十
二
月
か
ら
一
年
間
（
目
標
額
に

達
し
な
い
場
合
は
、
さ
ら
に
一
年
間

延
長
の
予
定
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
翠
化
学
会
会
員
諸
氏
に
も
既
に
趣

あ
っ
て
準
備
万
端
整
っ
て
い
た
。

三
重
な
が
し
ま
荘
は
東
名
阪
自
動

車
道
の
長
島
イ
ン
タ
ー
北
側
約
二
キ

ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

長
島
温
泉
と
は
同
じ
三
角
洲
で
あ
る

が
、
そ
の
北
端
に
位
置
し
、
閑
静
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。
広
い
敷
地
の
外
周

に
は
ミ
モ
ザ
が
繁
っ
て
お
り
、
異
国

情
緒
を
さ
そ
う
。

真
新
し
い
木
の
香
の
た
だ
よ
う
部

屋
で
、
一
時
く
つ
ろ
い
だ
あ
と
、
豊

富
な
温
泉
に
旅
の
身
を
沈
め
る
。
泉

質
は
ア
ル
カ
リ
単
純
泉
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
湯
っ
た
り
気
分
で
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
会
が

開
か
れ
た
。

代
表
幹
事
・
福
田
（
井
村
屋
専
務
）

の
挨
拶
、
鵜
川
先
生
の
祝
辞
と
、
例

に
し
た
が
っ
て
、
な
ご
や
か
を
う
ち

に
進
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
変
お
元

気
な
恩
師
の
ご
出
席
と
あ
っ
て
、
四

十
余
年
を
忘
れ
て
、
な
つ
か
し
い
学

生
時
代
に
う
た
っ
た
、
ハ
イ
デ
ン
・

レ
ー
ゼ
ラ
イ
ン
を
大
合
唱
す
る
場
面

も
あ
っ
た
。

幹
事
の
乾
杯
の
あ
と
は
、
新
鮮
で
、

美
味
な
海
の
幸
を
さ
か
な
に
互
い
に

酒
を
く
み
か
わ
し
、
有
意
義
に
、
親

睦
を
深
め
あ
っ
た
。

酒
と
い
え
ば
、
大
吟
醸
「
子
の
日

松
」
が
さ
し
入
れ
ら
れ
た
。
桃
井
〈
盛

田
株
式
会
社
・
前
工
場
長
）
が
精
魂

打
ち
込
ん
で
つ
く
っ
た
肝
入
り
の
酒

で
あ
る
。
そ
の
芳
醇
さ
は
さ
す
が
名

酒
で
あ
っ
た
。

な
お
、
翌
日
は
木
曽
三
川
水
郷
公

園
、
多
度
神
社
を
経
て
、
大
黒
屋
の

鯉
料
理
に
舌
鼓
を
う
っ
た
。
次
回
の

幹
事
は
高
橋
（
徳
島
、
徳
島
県
食
工

試
前
所
長
）
に
決
定
し
て
散
会
し
た
。

出
席
者
　
鵜
川
先
生
、
青
木
み
、

岡
本
、
清
水
、
高
橋
、
西
川
、
西
山
、

服
部
、
樋
口
、
福
田
映
、
福
田
支
、

藤
本
、
前
田
、
水
谷
、
桃
井
、
吉
田

（吉田記）

意
書
な
ら
び
に
募
金
依
頼
状
窟
い
一

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
何
呈

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
様
～

お
願
い
致
し
ま
す
。

′
一
ノ
　
　
」
カ
ニ

（
嶋
林
幸
英
二
ll

初
秋
の
青
空
の
も
と
、
九
月
三
十

日
午
後
一
時
に
母
校
正
門
前
に
集
合

する。集
っ
た
顔
ぶ
れ
は
、
川
村
、
木
根
、

桑
原
、
小
林
、
嶋
林
、
筒
井
、
鳥
羽
、

中
川
、
中
西
、
橋
本
（
見
一
）
、
服
部
、

深
尾
、
毛
利
、
沢
田
、
薮
本
の
十
五

氏
で
あ
る
。

嶋
林
氏
の
骨
折
り
で
校
庭
に
カ
オ

リ
ヒ
バ
　
（
沢
田
氏
寄
贈
）
の
記
念
植

樹
を
行
う
。
そ
の
後
建
設
中
の
生
物

資
源
学
部
棟
等
、
す
っ
か
り
変
っ
た

構
内
を
見
学
後
、
懇
親
会
場
で
あ
る

湯
の
山
温
泉
の
新
湯
の
山
グ
リ
ー
ン

ホ
テ
ル
に
向
か
う
。

会
場
で
は
赤
木
先
生
を
お
迎
え

し
、
直
接
会
場
に
来
る
角
田
、
近
藤
、

中
島
の
三
氏
を
待
つ
間
、
露
天
風
呂

に
入
り
初
秋
の
夕
景
色
を
楽
し
む
。

会
は
お
互
い
の
健
康
を
祝
い
乾
杯

の
あ
と
、
赤
木
先
生
の
大
学
赴
任
当

時
か
ら
の
思
い
出
を
交
え
た
ご
挨
拶

を
頂
き
、
続
い
て
夫
々
の
近
況
を
報

告
し
あ
っ
た
。

宴
が
進
む
に
つ
れ
、
学
生
時
代
の

思
い
出
話
に
花
が
さ
き
、
仕
事
の
事
、

趣
味
の
事
、
子
供
の
事
等
々
に
話
が

弾
み
、
年
令
を
忘
れ
て
酒
量
が
あ
が

り
、
赤
木
先
生
の
詩
吟
を
皮
切
り
に

筒
井
氏
の
美
声
、
角
田
氏
の
甘
い
声

に
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
る
一
夜
で
あ

った。翌
朝
は
、
午
前
八
時
過
ぎ
に
食
堂

に
集
合
、
朝
食
後
、
所
用
で
帰
路
に

つ
く
人
を
送
り
だ
し
、
単
独
徒
歩
で

御
在
所
山
頂
へ
登
る
毛
利
氏
の
健
脚

を
賞
賛
し
な
が
ら
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

で
山
頂
へ
登
る
。

爽
や
か
な
空
気
と
景
色
を
楽
し
み

下
山
、
来
年
の
名
古
屋
で
の
再
会
を

約
し
て
散
会
し
た
。

（服部　記）

昨
年
1
2
月
2
日
、
3
日
の
2
日
間
、

1
4
期
生
の
ク
ラ
ス
会
が
京
都
鴨
川
畔

に
あ
る
「
石
長
菊
水
園
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
約
5
年
ぶ
り
に
1
8
名
が
晩
秋
の
京

都
に
集
ま
り
、
名
所
見
物
〈
二
条
城
、

嵐
山
）
、
に
ぎ
や
か
を
宴
会
と
、
年

齢
と
時
間
を
忘
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を

海
上
正
也
氏
逝
く

専
門
二
回
　
海
上
正
也
氏
に
は
、

平
成
元
年
十
二
月
二
日
急
逝
さ
れ
、

同
月
二
日
松
阪
市
に
お
い
て
告
別
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
同
級
生
の

竹
内
巌
、
岡
本
俊
郎
、
中
川
潔
彦
、

山
本
　
患
、
佐
々
木
敏
雄
の
五
名
が

参
列
い
た
し
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
三

重
県
企
画
部
統
課
副
参
事
を
最
後
に

同
県
を
退
職
さ
れ
た
後
、
同
県
松
阪

土
木
事
務
所
で
電
算
処
理
の
指
導
に

当
た
っ
て
み
え
ま
し
た
が
、
文
字
ど

お
り
の
温
好
な
性
格
の
う
え
誠
に
勉

強
家
で
、
三
重
県
に
お
け
る
諸
統
計

の
電
算
化
に
よ
る
画
期
的
な
改
革
を

果
さ
れ
た
御
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

専
門
二
回
の
ク
ラ
ス
会
に
も
時
々

お
顔
を
見
せ
て
下
さ
っ
て
い
た
だ
け

に
惜
別
の
感
や
る
か
た
な
く
、
た
だ

た
だ
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り

で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
御
遺
族
に
連
絡
を
御
希
望

の
方
は
左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

〒
五
一
六
　
松
阪
市
殿
町
一
五
七
五

海
上
ゑ
み
子
様
（
T
E
L
〇
五
九
八

二
三
　
二
六
一
三
）

（
佐
々
木
　
敏
雄
　
記
）

す
ご
し
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
全
員
4
0
代
半
ば
、
家

庭
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
を
頭

の
中
か
ら
完
全
に
消
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
の

五
年
間
で
の
頭
の
毛
の
変
化
－
（
全
員

で
は
な
い
で
す
が
）
を
み
れ
ば
「
う

ん
、
納
得
…
」
で
す
。
こ
の
中
で

の
紅
一
点
は
と
み
れ
ば
、
ま
す
ま
す

そ
の
輝
き
を
ま
し
、
同
じ
よ
う
を
苦

労
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
違
い
。

我
が
ク
ラ
ス
会
は
、
卒
業
以
来
定

期
、
不
定
期
と
回
数
を
重
ね
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歩
む
道
の
違
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
ま
す
ま
す
盛
り
上
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。
今
後
も
各
人
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
、
大
切
に
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

昨
年
の
秋
は
あ
た
た
か
く
、
お
か

げ
で
1
2
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
の

秋
が
楽
し
め
、
5
年
先
〈
静
岡
県
）
、

1
0
年
先
（
沖
縄
県
）
の
ク
ラ
ス
会
の

開
催
を
約
束
を
し
て
、
晩
秋
の
京
都

を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
（
北
浦
記
）


